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本学では、全ての科目を対象として学生による授業に関する中間アンケートを実施しています。 
2010 年度後期からは、アンケート結果を学期後半の授業改善に反映させることを目的のひとつとし

て Web 方式を導入しました。 
各担当教員は、アンケート結果を真摯に受け止め、学期後半の授業改善に活用します。 
今回は、2010 年度後期に実施したアンケートの結果概要についてお知らせします。 
 

１．アンケート概要について 
2010 年度は、従来のアンケート用紙（OCR）を用いた方式から Web 方式へ切り替えのため、前期は

休止し後期からとしました。 
実施科目は全開講科目で、延べ 25857 人を対象に実施し、回答者数は 3299 人、回答率 12.8％でした。 
アンケートは無記名回答とし、各学生がコンピュータで学習支援システムにアクセスし、専用のメニ

ューから履修中の科目を選択し回答します。 
設問は、１）この授業を履修した理由（1 項目 7 問）、２）授業に積極的に参加しているかどうか（3

項目 各 5 問）、３）興味をもって授業を受けられているかどうか（8 項目 各 5 問～6 問）、４）よい授

業環境が守られているかどうか、５）新たな知識･技能・考え方を身に付けているかどうか、６）この

授業で良い点を書いてください、７）この授業で改善してほしい点を書いてください、の 7 つの大項目

からなり、１）から５）までは選択式、６）、７）については自由記述式となっています。 
設問のうち、２）、４）-12、５）については、学生自身に授業に向けた態度や姿勢のふりかえりも持

たせる視線を設けました。 
 
２．アンケート実施結果 
2010 年度の授業に関する中間アンケートの集計結果は別グラフのとおりですが、全体として今回のア

ンケート結果からは次のような傾向を確認することができます。 
１）この授業を選択した理由（複数回答可） 
前向きな履修理由と言える、「シラバスで興味を持ったから」、「自分の成長に役立つから」が合わせて

2,449 人。 
一方、「必修相当課目なので」、「時間割の都合」が合わせて 2,008 人と前向きな回答の方が多く見られ

ました。 
２）授業に積極的に参加しているかどうか 
３）興味を持って授業をうけられているかどうか 
４）よい授業環境が守られているかどうか 
５）新たな知識・技能・考え方を身につけているかどうか 
これらの項目では全体的に、「とてもそう思う」、「ややそう思う」という高評価の回答者数の割合が多

くの設問で 80%を超えていました。 
一方、 
２）授業に積極的に参加しているかどうか 

「準備をしてから授業をうけている」「授業後に自ら学ぶ」については、回答者数の割合が 60%弱



とやや低めの率となっています。 
 
３．アンケート方式改善に向けた取組 
本学で２００９年度まで実施してきたアンケートは学期末に実施され、その集計結果は次学期はじめ

に担当教員に配布されるため、回答した当該授業履修学生には直接その結果等が還元されないなど、

個々の授業の改善という面では必ずしも十分とは言えない状況もありました。また、授業内に実施する

ことで授業時間の圧迫やアンケート実施に関わる作業量増大への対応も懸案となっていました。特に回

答した学生にその成果が還元されない現状の仕組みについては、FD に関する学生の座談会でも、多く

の学生から改善要望として挙げられた内容でした。 
こうした状況を踏まえ、２０１０年度より次の点について実施方法等を見直しました。 

１．実施時期を学期末から授業中間に変更すること  
アンケートに回答した学生にその成果が直接還元することを可能とするため、学生のアンケート回答期

間を学期の中間となる７週目に設定し、必要に応じて当該授業の後半に反映可能な形にします。  
  
２．OCR シートからウェブ入力形式とすること  
従来のＯＣＲシートを利用した形式では、授業中に回答及び回収を行うため、回収率の高さなどのメリ

ットもありましたが、授業時間の圧迫や集計に多大な労力や時間を要しました。今回、中間でのアンケ

ートとすることから、リアルタイムに集計結果を把握する必要もあり、ウェブベースのシステムを採用

しました。  
  
３．教員から学生へのレスポンスを行うこと  
中間アンケートとして実施することから、教員は次のいずれかの方法で履修学生へのレスポンスを行

うこととしています。  
①  システム上に設けられている授業ごとの掲示板（非公開）を利用する。  
②  授業時間内（８ 週目をめど）に対話の時間を設ける。  
③  授業内で担当教員がプリントにまとめて配布する。  
  
４．アンケート設問内容の見直しを行うこと  
大学の授業は学生が授業に臨む態度や姿勢が重要ですが、学生自身がその気づきを得られるような設

問を設定しました。  
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